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トグナレニゼアカレヤのサレキ

安 藤愛 ラ尺

Aizi ANDO : Cutting tests of Robinia 1うreudacaciasjうp.

トゲナシニセアカシヤ類は生長がはやく、肥料木、飼料木あるいは薪炭材としての償値は

ひろくみとめられている。近ごろ採草地の改良!と志ざす人々からトグナシニセアカシヤの苗木、

育苗告よび、そのふやし方にクいての問合せが告3ないので、ますまサシキについて試験をしてみた。

1.試験の方法

青烏トゲナシニセアカシヤ CRobinia1うseudacaciaL. ver. bessoniana.)，英図トグナシエセ

アカシヤくR.ρ.L. vαr. umbraculifera)治上び、イグチハギのナエギからとうた10em内外の

サシホについてホノレモン処理の比較をした。すなわち水島上び0.01%アルブアーナアグリ

ンさく酸液1'<:24時間つけたものと、さす前I'L)1ノ{トンをきり口にまぶしたものである。 4月15

日にさしつけ 9月3日に堀 bとづ?と。とのほか誌験方法は前にかかげた“「豆大たポプラJの

サシキ"の場合と訟なじであるo

2. 1~1J定結果

サシホから芽がでて葉がひらいた本数を 6月4目、 24日、 9月3日にしらべ?と結果は;ftく表の

ょうである。

第 1表新芽の発生率(%)

ソ アルファーナフ sリy
樹

種 6-4 I s -24 I 9 -3 I G -'1 I G -24 9-3 s-4 s-24 9-3 

95 98 57 88 93 37 

英国トケナシ 95 55 100 87 48 96 94 sO 

イタチハギ 98 98 100 90 98 94 79 100 100 

9月に堀りとってみると、新芽がでているものはすべて発根もさかんであった。上表に示す
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9 --3の測定値は得苗率と一致するo 掘りとって新芽の長さ、発根箇所教をしらべたが、

ホルモン処理によるよ曾減はみとめられす言、 1本あ?と b車Ir芽の長さはニセアカシヤ類が25em、

イグチハギが 50em内外であ b、平均の発根笛所数はニセアカシヤ類が3"""ムイグチハギ

が5，.._，7であった。

上表からアルアアーナアグリンの処理によクて、得倍率は青烏トゲナシが減b、英i胡トグ

ナシがましたようにみえるが、いす主れの差も有意 (55ぢ〉のものではたい。

アルフアーナアグリン0.01%液に12時間つけて沿いて効果がいちじるしかク?とという報告

があ D、24時間の処理が長すぎたのかもしれたい。との試験に沿いてJレ{トンの効果は全然み

とめられたかった。

サシツグ間隔が8x 8cmであったため、発根し活着してから枯れたと思われるものがあった

ので\サシキによ D 士骨殖をはかるばあいにはサシヅケ間隔~ひろくとる必要がある。
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